










16

 宇都宮泰 ガイガーカウンター製作ワークショップ 暫定版予習テキスト　「ユーザーマニュアル」

© 2011 Y.Utsunomia All Rights Reserved.

＜ banana 測定＞

　　

　　

写真では鍋を使用していますが、アルミ、ステンレスの厚板でできたものが好ましいですが、鍋そのものが放射線を

発している場合がわりとあるので、まず BG と比較し ｢良い鍋」を選んでください。鍋を使用することは外界からの

放射線を一定量（わずかではあるが）遮蔽できるだけでなく、食材からの放射線をある程度（これまたわずかですが、

それが大きい）集束する効果があり、識別を容易にします。

（ステンレス製の圧力鍋を推奨しますが、プレス成型のみで、溶接箇所の無い製品を選んでください）

　　　　

鍋にもいろいろあって、微量ではありますがもともとγ線を発しているものや、食品由来のカリウムなどの影響が残

留しているものもあります。遮蔽能力はある程度板の厚さに比例し、鉄系金属（鉄・ステンレス）と比べると同じ厚

さのアルミニウムでは半分程度となります。2 重にして、間に水を注ぐと効果的な場合もあります。効果がある場合、

10 ～ 30％の遮蔽が期待できるようです。
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＊注意　低い BG の場所として、風呂桶に水を張った状態で、水中で測定するとよさそうであるが、筆者宅で調べて

　　　　みると、トイレと風呂場は通常の線量そのものが、家中で群を抜く高さであった（通常 BG の 2 ～ 3 倍程度）。

　　　　ラドン温泉なのかと思い調べてみたら、どうやらタイルの顔料に何か含まれているらしい・・・。

　筆者の実家は広島市内であるが、これを期に少し調べてみたところ、平和公園の平均値よりも、実家のソファーの

上の方がγ線強度で 3 倍も高かった。測ってみなければわからないものだ。

　　

写真は SBM-20 を 4 連に（電源やパルス処理も専用設計・・utsunomia.com では未発表　≒ 500CPM/ μ Svh）したもので、

理論的には単に得られるカウント密度が約 4 倍になるだけなので、測定時間が約 1/4 になるだけのはずだが、どうい

うわけか実際にはそれだけではなく解像度（識別能力）そのものが向上している。

　4 連にして筐体に入れることで得られる指向性も、識別能向上に関与するのかもしれないし、時間の短縮そのもの

が解像度に関与するのかもしれない（今後検証します）。

単純な比較しかできておらず主観的ではありますが、大型管（例えば J408 γなどのような）と、中型管の並列検出

は解像度において違いがあるように感じます。とくにサーチモードでの発見の早さ、位置特定の正確さではぬきんで

た能力を発揮します。別稿　DP-5V がやってきた＞ナターシアもやってきた、に管の複数化についての詳細な解説が

あります。
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　　　　　　　8. 機能拡張のためのオプション
○高効率高圧電源
　電源は単三（または単四）電池 2 本になりますが、2 ヶ月以上の連続使用と高い安定性が得られます。本文の「高

　圧電源、再現性重視型」を参照下さい。製作難易度：中

○定確度計測回路
　PC との連携により、自動計測ができるようになります。高効率高圧電源と併用下さい。特に定点での記録に向き

　ます。製作難易度：中

○ブザー回路
　やはりガイガーカウンターはサウンドで勝負という方、いちいち表示を見ることなく危険を察知したい方向け。近

　日公開（というほどのものでもないような・・）。意外とコストがかかります。

　ある日 100 円均一店で、オーディオアンプと小型スピーカーを見つけました。自作すればよさそうなものなのです

　が、210 円ではなかなか太刀打ちできません。

＜ SP and Amp ＞

　

＜ SP and Amp 2 ＞
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○メーター表示
　即時的に、直感的に線量を表示。近日公開（といいながら、延び延びになっています・・DP5V のメーターがあま

　りによくできているので、同等のものを同等のシンプルさで作れない自分に、落ち込んでいます）。

○高速度カウンター
　わずかのカウント取りこぼしも許したくない、ひたすら高線量を目指したい方向け。本文の TC5032 カウンターを

　参照下さい。製作難易度：中

○現在、PC やスマートホンで数値処理を行うアプリケーションが公開されているようですが、おそらく使用できる

　と思われます（未確認）。相性のよいものがあれば、ご報告下さい。


